
令和３年（2021年）1月 25日（7）第 303 号 足 立 区 議 会 だ よ り

会
議
の
あ
ら
ま
し

報　

告

第　

４　

回　

臨　

時　

会

可
決
し
た
区
長
提
出
議
案

11月10日（火）

11月30日（月）

12月 ７ 日（月）

12月21日（月）

11月11日（水）

12月 8 日（火）

11月12日（木）

12月10日（木）

11月12日（木）

12月11日（金）

11月13日（金）

12月14日（月）

11月13日（金）

12月14日（月）

11月 5 日（木）

11月30日（月）

12月 1 日（火）

12月 9 日（水）

11月16日（月）

12月15日（火）

11月16日（月）

12月15日（火）

11月17日（火）

12月16日（水）

11月18日（水）

12月17日（木）

総 務 委 員 会
2
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委 員 会 名 日 程
審 査

そ の 他

主な内容（件数）

交 通 網・都 市 基 盤 整 備
調 査 特 別 委 員 会

災 害・オ ウ ム 対 策
調 査 特 別 委 員 会

エ リ ア デ ザ イ ン
調 査 特 別 委 員 会

区 民 委 員 会

産 業 環 境 委 員 会

厚 生 委 員 会

建 設 委 員 会

文 教 委 員 会

議 会 運 営 委 員 会

子ども・子育て支援対策
調 査 特 別 委 員 会
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1
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5

5

1

1

1

4

1

1

1

1

7

7

2

1

7

6
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4

1

1

3

3

2

2
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10

10

7

7

10

5

6

14

8

5

5

3

3

5

4

4

6

8

陳情の取下げ 2 件

第４回定例会について

第４回臨時会について

■委員会活動

第４回定例会について

12月18日（金）
第４回定例会について

議員提出議案について

報

告

臨時会の様子
　

議

案

請

願

陳

情

区議会からのお知らせ

厚生委員会委員長が代わりました

今
後
も
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
左
記
事
項
の
実

施
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１　

不
妊
治
療
は
一
人
ひ
と
り
に
最

　

適
な
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要

　

で
あ
る
た
め
、
保
険
適
用
の
拡
大

　

に
当
た
っ
て
は
、
人
工
受
精
を
は

　

じ
め
、
特
定
不
妊
治
療
で
あ
る
体

　

外
受
精
や
顕
微
授
精
の
ほ
か
、
男

　

性
不
妊
治
療
に
つ
い
て
も
そ
の
対

　

象
と
し
て
検
討
し
、
治
療
を
受
け

　

る
人
の
選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
が

　

な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

２　

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
が
拡
大

　

さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
そ
の
整
合

　

性
も
考
慮
し
な
が
ら
、
所
得
制
限

　

の
撤
廃
や
回
数
制
限
の
緩
和
等
、

　

既
存
の
助
成
制
度
の
拡
充
を
行
う

　

こ
と
に
よ
り
、
不
妊
治
療
を
し
て

　

い
る
多
く
の
人
た
ち
の
経
済
的
負

　

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

３　

働
き
な
が
ら
不
妊
治
療
が
で
き

　

る
環
境
を
さ
ら
に
整
備
す
る
と
と

　

も
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
不

　

妊
治
療
に
関
す
る
相
談
体
制
の
拡

　

充
を
図
る
こ
と
。

４　

不
育
症
治
療
へ
の
保
険
適
用
拡

　

大
や
、
事
実
婚
等
に
対
す
る
不
妊

　

治
療
の
保
険
適
用
、
助
成
に
つ
い

　

て
も
検
討
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

あ
て
）

　

令
和
２
年
11
月
30
日
に
、
第
４
回

臨
時
会
（
会
期
１
日
）
を
開
会
し
ま

し
た
。

　

今
臨
時
会
で
は
、
区
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
原
案
の

と
お
り
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

◇
足
立
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

職
員
の
期
末
手
当
の
額
を
改
め

　

る
も
の

◇
足
立
区
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

　

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手

　

当
の
額
を
改
め
る
も
の

◇
和
解
に
つ
い
て

　
　

生
業
資
金
貸
付
金
の
償
還
残
額

　

の
弁
済
に
つ
い
て
和
解
す
る
も
の

件
と
過
去
最
多
と
な
っ
た
。

　

国
は
、
２
０
０
４
年
度
に
、
「
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
を
創
設

し
、
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
を
対

象
と
し
た
助
成
制
度
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
も
助
成
額
や
所
得
制
限
等
が

段
階
的
に
拡
充
さ
れ
、
不
妊
治
療
の

保
険
適
用
も
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ

の
範
囲
は
不
妊
の
原
因
調
査
等
、
一

部
に
限
ら
れ
て
い
る
。
保
険
が
適
用

さ
れ
な
い
体
外
受
精
や
顕
微
授
精
は
、

１
回
当
た
り
数
十
万
円
の
高
額
な
費

用
が
か
か
る
上
、
何
度
も
繰
り
返
す

こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
不
妊
治
療

に
は
過
重
な
経
済
的
負
担
が
伴
う
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
不
妊
治
療
の
実

施
件
数
や
費
用
等
の
実
態
調
査
を
10

月
か
ら
始
め
て
い
る
が
、
不
妊
治
療

は
肉
体
的
、
精
神
的
負
担
も
大
き
く
、

保
険
適
用
の
拡
大
及
び
所
得
制
限
の

撤
廃
も
含
め
た
助
成
制
度
の
拡
充
は
、

早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
政
府
に

対
し
、
不
妊
治
療
を
行
う
人
々
が
、

　

の
見
守
り
支
援
事
業
を
創
設
す
る

　

こ
と
。
ま
た
、
自
立
準
備
ホ
ー
ム

　

の
登
録
増
を
推
進
す
る
こ
と
。

８　

住
生
活
基
本
法
や
住
宅
セ
ー
フ

　

テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
等
、
住
宅
施
策
全

　

般
に
お
い
て
、
国
・
都
道
府
県
・

　

市
区
町
村
の
役
割
・
責
務
を
明
確

　

化
し
、
国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働

　

省
で
法
律
を
共
管
と
す
る
等
、
抜

　

本
的
な
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
支
援
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
共

　

有
を
推
進
し
、
市
区
町
村
に
お
け

　

る
居
住
支
援
協
議
会
設
置
や
住
生

　

活
基
本
計
画
の
策
定
促
進
等
、
住

　

宅
行
政
と
福
祉
行
政
の
よ
り
一
層

　

の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。

９　

令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

　

る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

　

お
い
て
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し

　

て
居
住
支
援
等
の
参
加
支
援
の
充

　

実
を
図
る
等
、
市
区
町
村
の
包
括

　

的
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
、
必

　

要
な
支
援
の
提
供
を
進
め
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規 

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
法
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
あ
て
）

不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用
の
拡
大
を

求
め
る
意
見
書

　

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
が
10
月
に

公
表
し
た
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
２

０
１
８
年
に
体
外
受
精
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
は
５
万
６
９
７
９
人
と
な
り
、

前
年
に
続
い
て
過
去
最
多
を
更
新
し

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
実
に

総
出
生
数
に
占
め
る
割
合
で
16
人
に

１
人
が
体
外
受
精
で
生
ま
れ
た
こ
と

に
な
る
。
ま
た
晩
婚
化
・
晩
産
化
等

の
進
行
に
伴
っ
て
、
不
妊
に
悩
む
人
々

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
体
外
受

精
の
総
治
療
件
数
も
45
万
４
８
９
３

議　案　件　名

自民 公明 共産 立民 改革 無
派

無
派

無
派

無
派

議
　
決
　
結
　
果

し
ぶ
や
　
竜
　
一

中
島
こ
う
い
ち
ろ
う

へ
ん
み
　
圭
　
二

市
　
川
　
お
さ
と

土
　
屋
　
の
り
こ

長
谷
川
　
た
か
こ

銀
　
川
　
ゆ
い
子

お
ぐ
ら
　
修
　
平

鈴
　
木
　
あ
き
ら

き
た
が
わ
　
秀
和

横
　
田
　
ゆ
　
う

山
　
中
　
ち
え
子

西
の
原
　
え
み
子

は
た
の
　
昭
　
彦

浅
　
子
　
け
い
子

ぬ
か
が
　
和
　
子

水
　
野
　
あ
ゆ
み

石
毛
　
か
ず
あ
き

大
　
竹
　
さ
よ
こ

さ
　
の
　
智
恵
子

吉
　
田
　
こ
う
じ

佐
々
木
ま
さ
ひ
こ

く
ぼ
た
　
美
　
幸

岡
　
安
　
た
か
し

長
井
　
ま
さ
の
り

い
い
く
ら
　
昭
二

た
が
た
　
直
　
昭

小
　
泉
　
ひ
ろ
し

渕
　
上
　
　
　
隆

に
た
な
い
　
　
和

杉
　
本
　
ゆ
　
う

く
じ
ら
い
　
　
実

長
澤
　
こ
う
す
け

伊
藤
　
の
ぶ
ゆ
き

た
　
だ
　
太
　
郎

工
　
藤
　
哲
　
也

鹿
　
浜
　
　
　
昭

か
ね
だ
　
　
　
正

高
山
　
の
ぶ
ゆ
き

渡
辺
　
ひ
で
あ
き

吉
　
岡
　
　
　
茂

古
　
性
　
重
　
則

新
　
井
　
ひ
で
お

せ
ぬ
ま
　
　
　
剛

白
　
石
　
正
　
輝

上記以外の案件（21件）は全会一致で可決されました。

※自民…足立区議会自由民主党　公明…足立区議会公明党　共産…日本共産党足立区議団　立民…足立区議会立憲民主党

改革…足立区議会議会改革を全力で推し進める会　無派…無会派

○…賛成　　△…継続　　×…反対　　欠…欠席　　産…産休　　育…育休　　介…介護・看護休　　除…除斥　　退…退出
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退

退
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

可 決

可 決

可 決

可 決

足立区地域学習センターの

指定管理者の指定について

足立区立図書館の

指定管理者の指定について

足立区地域体育館の

指定管理者の指定について

足立区立保育所の

指定管理者の指定について

※

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

■意見の分かれた案件（25件中4件）

11月12日の厚生委員会で、

白石正輝委員が委員長を辞任し、

新たに杉本ゆう委員が委員長に就任しました。


